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――― 運転経歴証明書とは ―――

運転経歴証明書は、運転免許証と同様に身分証明書として用いることができます。（身分証明書として対応していな

い機関もありますのでご注意ください。）
運転免許試験場、運転免許更新センター、各警察署で申請することができます。

運転経歴証明書の交付申請ができる方
現住所が東京都内にあり、

・有効な運転免許証を自主返納する方
・運転免許証の自主返納をした日から5年以内の方
・運転免許証の有効期間が過ぎてから5年以内の方

★免許返納及び運転経歴証明書の詳しい申請方法は、警視庁ホームページを
ご覧いただくか、お近くの警察署（交通総務係）にお問い合わせください。

賠償保険に加入しましょう

賠償金額
約9,521万円と
自転車事故に係る
高額賠償事例も
発生！

HPもチェック
☜

ヘルメットを被りましょう

自転車のルール・マナーを学べるスマホ・タブレット用
アプリ「輪トレ（りんトレ）」！
アプリで自転車のルールを再確認して、楽しく、安全に
自転車を利用しましょう！

運転免許をお持ちの高齢者のみなさまが運転をやめられた際の生活をサポートするため、高齢者運転免許自主返納サ
ポート協議会による、「運転経歴証明書」を提示した場合の様々な特典があります。「運転に自信がなくなった」
「家族から運転が心配と言われた」という方、運転をやめるかお悩みの方は、お近くの警察署にご相談ください。

運転免許証の自主返納について

メガネ・補聴器等
購入割引

シニアカー購入割引等

ノーカーライフを応援します

美術館の入館料割引等

自動車の運転をやめられた高齢者のみなさまに対する生活サポートの趣旨に賛同した企業、店舗、文化施

設等において、様々な特典が受けられます。運転経歴証明書の交付を受けた年齢６５歳以上の方は、お
持ちの運転経歴証明書により東京都の「高齢者運転免許自主返納サポート協議会」の加盟店や一部の美術
館等で各種優待を受けることができます。

ＱＲ

高齢者運転免許自
主返納サポート協
議会の加盟店はこ
ちらから

旅行商品の割引



歩行者の皆さんへ！

歩行者は横断歩道を渡りましょう。
横断禁止場所での道路横断はやめましょう。「信号無視」や「斜め横断」、「車のかげからの飛び出し」などは

とても危険な行動です。絶対にやめましょう。

交通ルールを守りましょう！

横断歩道を安全に渡る方法 ３つのチェック ＋１（プラスワン）
歩行中の方が犠牲となる交通事故が多く発生しています。ご自身の大切な命を守っていただくため、歩行者の皆

さんには道路を安全に横断するための、「簡単で効果的な３つのチェック」を実践していただくようお願いします。
横断歩道を渡る前に、「車が来ていないかチェック」「車が止まったかチェック」、横断歩道を渡っている間も「車
が来ないかチェック」です。これら「３つのチェック」とともに、車のドライバーに対して、これから道路を横断す
るという意思をはっきりと示す「＋１（プラスワン）」アクションを起こしていただくと、さらに効果的です。

ドライバーの皆さんへ！

運転者は法令上、横断歩道等を横断している、又は、横断しようとしている歩行者等がいるときは、手前で一時停止
をして、その通行を妨げてはいけません。
※道路交通法第38条「横断歩道等における歩行者等の優先」罰則３月以下の懲役又は５万円以下の罰金

歩行者を守るための ３つのチェック を実践しましょう！

いか

アクションで

「思いやり・ゆずり合い」の気持ちを持って運転しましょう！
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【自転車を利用する方へ】
自転車を運転する際は、「自転車安全利用五則」を守りましょう。
自転車乗用中の交通事故の多くは交差点で発生しています。信号機が設置されていな
い交差点では一時停止と安全確認を確実に行い、交通事故防止に努めましょう。
また、一定の違反行為（16類型）を3年以内に2回以上反復すると、「自転車運転者講
習」を受けなければいけません。
【特定小型原動機付自転車（いわゆる「電動キックボード等」）を利用する方へ】
特定小型原動機付自転車を運転する際は、車道を走行し、信号や一時停止標識を守

りましょう。飲酒運転も禁止です。一定の違反行為（17類型）を3年以内に2回以上反
復すると、「特定小型原動機付自転車運転者講習」を受けなければなりません。
【自転車・特定小型原動機付自転車を利用する全ての方へ】
自転車・特定小型原動機付自転車を利用する前には、必ず交通ルールを確認して安全
に利用してください。また、利用する際は、乗車用ヘルメットをかぶりましょう。

【ながら運転はやめましょう】

「ながら運転」は、周囲の安全確認がおろそかになり、重大な交通事故につながる大変
危険な行為です。運転中のスマホ等の使用は、絶対にやめましょう。

【飲酒運転は絶対にやめましょう】

飲酒運転は他人の命をも脅かす危険極まりない犯罪行為です。

車もバイクも自転車も電動キックボードも、お酒を飲んだら絶対に運転してはいけません
。また、飲酒運転をするおそれのある人に対して車両や酒類を提供する行為、飲酒運転
をする人の車両に同乗する行為も罰せられます。

【ライトは早めに点灯しましょう】

夕暮れ時の事故を防ぐために、車のライトは早めに点灯しましょう。ハイビームを適切に
使用し、歩行者の存在や前方の状況を早めに把握しましょう。

【保護者の方へ】

都内では、飛び出しや横断違反などを原因とした子供の重大事故が発生しています。保護者の方には、
普段から交通ルールに関する理解を深めていただき、お子様に正しい交通ルールとマナーを繰り返し教
えていただくようお願いします。また、小さなお子様と一緒にお出掛けになる時は、目と手を離さないように
してください。

【高齢者の方へ】

歩行者の死亡事故のうち、犠牲となった方の半数以上は高齢者であり、高齢者側による信号無視や横断
違反を原因とする事故も多く発生しています。

慣れた道でも交通ルールを守り、十分な安全確認を行うなど、他の見本となるような安全行動をお願いし
ます。

【全ての歩行者の方へ】

横断歩道を横断する際は、車が自分に気がついていないかもしれないという意識を持ち、必ず安
全確認をしてから渡るなど、安全な行動を実践してください。また、お酒を飲んで道路に寝込ん
でしまい、車に轢かれる痛ましい事故が発生しています。飲酒した時は、家に帰るまで気を引き
締めてください。

【反射材を活用しましょう】

日没時間が早くなり、夕暮れ時や夜間の重大事故が増加する傾向にあります。歩行者や自転車の
方は、明るい服装や反射材用品を身に着けるなど、ドライバーに自分の存在をアピールしましょ
う。

令和７年秋の全国交通安全運動における
東京都の重点は次に掲げる４項目です。

重点① 歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進

重点③ 自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進

重点④ 二輪車の交通事故防止
都内では、二輪車（原付を含む）の単独事故や右折時での直進車との衝突事故が多く

発生しています。二輪車を運転するときは、慣れた道でも速度を控えて安全走行を心が
けましょう。二輪車のすり抜け運転や無理な追い越しも重大事故につながる危険な行為
なので絶対にやめましょう。ヘルメットのあごひもをしっかりと締めて、胸部を守るプ
ロテクターを着用しましょう。

重点② ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用促進

イラストにプロテク
ターを付ける
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